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【研究背景】  
高度聴覚障害児では、音声言語学習に制約を有するものの、近年の早期診断と技術開発・ 
早期介入により、幼児早期からの語の獲得等の課題を解消した例は少なくない。しかし、
言語学的に上位となるナラティブ産生（テキストレべルでの会話表現機能）については、
ミクロ的統語段階からマクロ的な内容統括段階への移行に個人差を示すものの、叙述部の
連結からテキストの包括的整合に関する発達的機序と聴覚障害児固有の課題について研究
資料は乏しく、不明な点が少なくない。そこで、本研究では、ナラティブの発達機序を解
明し、指導の系列性について説明モデルを構築することを目的とした。  
【対象】  
 特別支援学校（聴覚）小学部に在籍する 2～5 年生（44 名）を対象とした。対象児の平
均年齢は 9 歳 5 カ月（7～11 歳:1SD14.5 カ月）、平均聴力レベルは、平均 99.6dB(59～
132dB:1SD13.8)であった。いずれも聴覚補償機器を使用し、補聴器装用 31 名、人工内耳装
用 13 名であった。  
【方法】  
ナラティブ産生資料については、劇遊びを実験的に設定して採取し、マクロ的内容統括
性発達（視点構成尺度、叙述統合尺度）について横断的に評価し、さらに、メタ認知的言
語行動の構成要素（Ⅰ～Ⅶ）を抽出し、ナラティブの内容統括性の因子構造を明らかにし
た。以上の実証資料を投入して共分散構造分析を用い、ナラティブの内容統括性を目的変
数、メタ認知的言語行動の構成要素を説明変数として、ナラティブ産生の発達の機序を説
明する因果構造モデルを構築した。  
【結果】  
聴覚障害児のナラティブ産
生における内容統括性は、 8
～9 歳児に比べ 10～11 歳児
に発達的な向上を認めた。  
メタ認知言語行動は、7 種
のうち、VI.登場人物は 9 歳よ
り、I.結束、II.俯瞰、V.話法、
VII.行為の要素は 10 歳より
使用頻度が増した。一方、III.
心的語、IV. 意識について、
発達上の課題を示した。 
ナラティブの内容統括性を構成するメタ認知的言語行動については、 4 因子構造（行為
の景観、意識の景観、事象の二重性、言語の二重性）を示し、前 2 因子の使用の高次化に
より、「二重の景観」が形成されることが示された。聴覚障害児のナラティブにおける内容
統括性の発達については、「事象の二重性」における 3 要素（I.結束、II.俯瞰、V.話法）
を輻輳的に構成する系列性を認めた。一方で「行為の景観」の輻輳的な構成を認めるもの
の、「意識の景観」の高次化に課題を呈することを共分散構造分析により統計学的に示した
（図 1）。 
【考察】  
ナラティブの内容統括性の発達とは、各時期のナラティブに共通するメタ認知的言語行
動の構成要素が順次、追加され、高度に使用される過程であることを明らかにした。メタ
認知的言語行動が揃わない状態での相互交渉は、学童期高学年において聴覚障害児固有の
心的洞察と全体的統括性に乏しいナラティブ学習システムを形成すると考えられた。  
※本研究の内容は、音声言語医学に投稿予定。  
図 1 聴覚障害児におけるナラティブ産生の構造方程式モデル  
